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図 1 モデル理論アプローチにおける 


















































  δ(c, a) = cc ⇔  
        (c1, c2, c3) = c, 
        (a1, a2, a3) = IN(a, c),  
        cc = (δ1(c1,a1), δ2(c2,a2), δ1(c3,a3) ).     --- (1) 
 




















図 2 複合システムの一般形（状態システムの場合）筆者作成 
 




 各状態システム S1, S2, S3 の状態遷移関数を δ1, δ2, δ3 と書くことにすると、




































変数 xi は関数 x(i) として定義すれば良い。ところが、2 変数関数δi(ci, ai) は 3
変数関数 delta(i, ci, ai) として定義すれば良いはずだが、これまではできなかっ
た。その理由は、主要な関数は予約語としての制約があったからである。しかし






defList は、インデックスリストXs の要素 x をリスト構成条件 p(y, x)に代入し真
偽判定したとき、述語 p(x, y) を真とする最初に確定する y の値をリスト化する
関数である（旭，2014）。 




  delta(c,a) = cc <->  
 cc:= defList( p(cci, i, [a,c]), member(i, Ns.g) );   ---（2） 
 
  p(cci,i,[a,c]) <->  













  δp(a) <-> cell(wp,1,1) := delta1(cell(wp,1,1),a);    --- (4) 
 
ただし、cell(wp, x, y) はシート番号wp の x 行 y 列のセルを意味する。この式(4)
は、受け取った入力 a と cell(wp,1,1) を参照して得た現在の状態値 c を使って次
の状態値 delta1(c,a) を計算し、その結果を再び cell(wp,1,1) に書き込む述語 δp
を定義している。 
 


























図 3 多数要素システムの静動反転（筆者作成） 
 
 旭（2015）では、物理実現の考え方を応用して、単数でなく多数要素システム









  deltaP(a) <-> 
 Zs:= defList(p(z,i,[a]), member(i,Ns.g)) ;       --- (5) 
 
  p(z,i,[a]) <->  









 (1) 開発実行環境の統合 
 これまで、シミュレーション開発実行環境の整備は、従来の情報システム開発


































 (3) 実践例の公表 


































実現した（第 4 節）。また、複数の開発実行環境を新 MTA-SDK 一つに統合し、
汎用性の高い仮想マシンとしてネット上に公開・公表している（第 5 節）。 
 最も重要なことは、理論を豊かにしつつ技術上の改善を実行することで、実践
との整合性が、ある程度とれるようになってきたことである。その整合性は、第






 ・「技術成果の公表」に関しては、資料の分散が課題である。新 MTA-SDK は








ためのモデル記述言語 CAST」経営情報学会誌 16(4) 19-30． 
旭貴朗（2009）「モデル理論アプローチによるシミュレーション: 開発実行環境Simcast」東洋
大学経営論集 (73) 33-51. 
旭貴朗（2011）「モデル理論アプローチによるシミュレーション: 自律分散システムの開発手順」





旭貴朗（2014）「モデル記述言語 CAST における defList の定義」東洋大学経営論集 (84) 41-
50． 
旭貴朗（2015）「モデル記述言語 CAST における多数要素システムのモデル」東洋大学経営論






ローチ【第 2 版】実践編：情報システム開発の基礎』日科技連出版． 
Yasuhiko Takahara, Takao Asahi and J. Hu (2004), "Application of MGST Design Approach 
to Data Mining Systems: Case of I-0-0 Type Problem", 経営情報学会誌 12(4) 35-50. 
Yasuhiko Takahara and Ranan Banerji, Takao Asahi and Naoki Shiba (2008), "Theoretical 
Foundation for Browser-Based Management Information System Development", Int. 
J. of General Systems 27(3) 275-304． 
 
（2017 年 1 月 5 日受理） 
